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所
報
第
2
号
に
寄
せ
て

竹
中
信
常

昭
和
十
八
年
、
当
時
日
本
は
軍
国
主
義
と
右
翼
思
想
の
嵐
の
ま

っ

た
だ
中
に
あ
り
、
仰
教
山
介
は
思
想
統
制
の
圧
力
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
て

い
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
伝
統
宗
学
の
純
粋
性
と
学
問
の
白
由
と
を

守
る
た
め
に
、
わ
が
宗
で
は
浄
上
宗
教
学
院
が
附
利
十
八
年
に
設
立

さ
れ
た
仏
そ
し
て
戦
時
下
、
懸
命
に
な

っ
て
浄
土
宗
信
仰
の
灯
火
を

守
り
つ
づ
け
た
。
そ
し
て
戦
後
、
附
和
二
十

一
年
十

一
月
、
混
迷
の

さ
中
に
あ
っ
た
日
本
の
諸
学
会
に
さ
き
が
け
て
京
都
側
教
専
門
学
校

に
第

一
回
の
浄
土
宗
学
大
会
を
開
催
し
た
。
爾
来
四
十
五
年
、
そ
の

名
称
も
浄
土
教
学
大
会
(
昭
和
三
十
年
)
、
浄
土
宗
教
学
布
教
大
会
(
昭

和
五
十
問
年
)
そ
し
て
浄
土
宗
総
合
学
術
大
会
(
平
成
三
年
)
と
変

化
し
た
。
そ
の
問
、
わ
が
宗
門
に
は
分
裂

-
A
n
同
の
大
変
動
が
あ
っ

た
が
、
ぃ
米
一内
の
学
人
及
び
有
識
者
は
い
さ
さ
か
の
動
揺
も
な
く
、
先

人
が
樹
立
し
た
宗
学
の
純
粋
性
と
自
由
の
精
神
を
継
示
し
て
米
た
の

で
あ
る
。
本
秋
、
大
正
大
学
で
百
余
人
の
研
究
発
表
者
と
特
別
部
出

及
び
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
如
く



で
あ
る
。
主
催
の
宗
門
当
川
は
も
ち
ろ
ん
、

及
び
教
学
院
、
布
教
川
会
、
法
式
教
師
会
、

対
し
て
深
甚
の
謝
な
を
表
す
る
。

総
合
研
究
所
の
教
学

・
布
教

・
法
式
の
各
研
究
部
が
生
き
た

一
つ

の
活
動
体
と
な
っ
て
、
本
宗
の
教
化
を
将
来
に
向
か
っ
て
推
進
さ
せ

る
立
務
は
阜
大
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
噌
し
て
大
切
な
事
は
、
こ
う
し

た
有
機
体
の
谷
組
織
が
真
に

一
体
と
な
っ
て
総
合
の
実
を
挙
げ
る
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
各
研
究
員
が
真
撃
に
お
の
れ
の
責
務
を
完
遂

す
る
以
外
に
は
な
い
。

総
A
n
研
究
所
は
先
足
の

H
も
浅
く
、
な
お
且
つ
組
織
而
で
も
足
ら

ざ
る
所
少
な
く
な
い
が
、
と
り
あ
え
ず
現
下
の
情
勢
に
即
応
し
て
情

報
の
蒐
集

・
交
換

・
普
及
を
は
か
る
べ
く
体
制
守
整
え
つ
つ
あ
る
。

ま
た
研
究
所
の
A
H
同
研
究
一諜
組
た
る

『浄
土
教
文
化
論
』
第
二
集

・

「
阿
弥
陀
仏
編
」
の
制
成
を
明
年
度
を
期
し
て
完
成
さ
せ
る
べ
く
実
働

に
は
い

っ
て
い
る
。
宗
門
内
外
の
御
支
援
を
お
願
い
す
る
次
第
、
て
あ

q
匂
。

こ
れ
に
参
加
し
た
個
人

総
令
研
究
所
の
諸
帥
に

今
阿
の
所
却
に
、
当
研
究
所
教
学
研
究
部
長
の
藤
堂
恭
俊
先
生
の

講
義
μ
却
を
抽
出
似
し
た
。
宗
祖
法
然
上
人
の
御
歌
に
つ
い
て
の
有
な
義

な
記
鉢
で
あ
る
。
御

一
説
い
た
だ
き
た
い
。

司副除
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平
成
己
年
度
・
浄
土
宗
総
合
研
究
所
の
活
動

4
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日
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日
日
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8
月
U
n

9
月
6
H

第

5
同
運
営
企
画
会
議

特
別
研
究
会

講

師

・
東
京
教
区
察
成
寺

東
京
都
医
師
会
会
長

集
中
研
究
会
(
法
式
)

特
別
研
究
会

講

師

・
福
井
光
寿
師

議
題

・
「
医
療
と
宗
教
の
問
也
点
」

会
場

・
総
合
研
究
所
(
布
教
)

第

6
M込
山一円企
画
会
議

新
旧
研
究

μ
・
研
究
部
員
歓
送
迎
会

月
例
研
究

会

前

帥

・
福
西
賢
兆
主
任

議
題

・
「
縁
山
流
声
明
概
説
」

会
場

・
浄
土
宗
主
星
事
務
所
会
議
室
(
法
式
)

資

料

収

集

於

比
叡
山
「
戸
明
裕
と
日
常
勤
行
本
の
調
査
」

(法
式
)

特
別
研
究
会

講

師

・
東
京
教
区
貞
源
寺

D
E
S主
催

藤
木
雅
清
師
(
布
教
)

議
題

・
「臓
器
移
植
と
仏
教
の
現
状
」

会
場

・
総
合
研
究
所

(
布
教
)

公

開

講

座

談

師

・
宍
戸
栄
雄
主
任

議
題

・
「孟
蘭
盆
・施
餓
鬼
の
荘
厳
と
表
白
類
の
解
釈
」

会
場

・
知
恩
院
山
内
源
光
院
(
法
式
)

日伝法
関
係
資
料
調

査

大

本
山
増
上
寺

(教
学
)

HM
法
関
係
研
修
福
井
教
区
西
縞
ヰ
寸

(教
学
)

月
例
研
究
会

講

師

・
津
耐
震
部
長

部
組

・
「
紘
山
流
声
明
(
凹
初
回
讃
他
ご

会
場

・
浄
土
室
墨
門
事
務
所
研
佳
歪
(
法
式
)

講
師

・
兵
庫
教
区
如
来
院
久
松
宮，ふ迫
師

福
井
光
寿
師
(
布
教
)

公
附
講
座

9
月
四
日
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講
題

・
「
四
智
讃
」

会
場

・
知
恩
院
山
内
源
光
院
(
法
式
)

会

場

宗

務
庁

・

淀
川
キ
リ
ス
ト
教
病
院
ホ
ス
ピ
ス
病
棟

(
布
教
)

講
師

・
津
田
徳
翁
部
長

誹
旭

・
「
縁
山
流
声
明
(
錫
杖
ご

会
場

・
浄
土
室
墨
星
事
務
所
研
佳
主
(
法
式
)

広
布
薩
研
究
会
京
都
市
法
然
院
(
法
式
)

第
7
回
運
営
企
画
会
議

集
中
研
究
会
宇
治
市
黄
柴
山
高
福
寺
量
得
民
勝
会
」
(
法
式
)

集
中
研
究
会
「
鼎
談

・
公
開
研
究
会
を
振
り
返

っ
て
」

会
場

・
総
合
研
究
所
(
布
教
)

講
師

・
新
山
の
手
病
院
藤
井
源
七
郎
院
長

大
正
大
学
兵
野
龍
海
教
授

集
中
研
究
会

月
例
研
究
会

公
開
研
究
会

藤
井
正
雄
教
授

議
題

・
医
療
と
宗
教
パ
1

卜
l

会
場

・
大
本
山
増
上
寺
三
縁
ホ
ー
ル
(
布
教
)

講
師

・
京
都
教
区
阿
弥
陀
寺

大

童
話

師

講
題

・
「
百
万
遍
念
仏
に

つ
い
て
」

会
場

・
知
恩
院
山
内
源
光
院

(法
式
)

集
中
研
究
会
「
縁
山
流
声
明
と
繋
木
の
タ
ベ
」

ー
現
代
音
楽
と
声
明
の
出
会
い
|

会
場

・
大
本
山
増
上
寺
(
法
式
)

講
師

・
竹
山
仁
信
常
所
長

議
題

・
「
浄
土
教
の
未
来
像
l
阿
弥
陀
仏

・

念
仏
往
生
の
と
ら
・
λ
方
L

公
開
講
座

定
例
研
究
会
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会
場

・
増
上
寺
南
信
徒
控
室

(
布
教
)

伊
法
関
係
資
料
収
集
調
査
大
本
山
増
上
寺
(
教
学
)

月
例
研
究
会
(
法
式
)

法
然
院
広
布
薩
習
礼

(
法
式
)

月
例
研
究

会

談
師
・
車
歪
日
楽
大
学
助
手
広
事
真
打
先
生

日
本
作
曲
家
協
議
会
会
員
甲
印
潤
先
生

議
題

・
「
音
声
部
の
五
線
譜
表
記
に
つ
い
て
」

会
場

・
総
合
研
究
所
i

会
議
室

(法
式
)

定
例
研
究

会

講
師
・

長
野
教
区
教
区
長
袖
山
掌
共
師

講師組

・
「
メ
デ
ィ
ア
と
教
化
」

会
場

・
増
上
寺
南
信
徒
控
室
(
布
教
)

公
開
講
演
会
講
師
・

京
都
大
学
桑
山
正
進
教
授

議
題

・
「
ガ
ン
ダ
l
-フ
仏
教
の
特
質
」

会
場

・
浄
土
宗
亙
墨
事
務
所
会
議
室

誇
川
課
題
研
究
会

・
大
阪
市
立
美
術
館

・

清
涼
寺
研
修
(
教
学
)

資
斜
制
官
於

・山
口
一
教
区
大
日
比
凶
円
寺

臨
終
行
儀
資
料
撤
彬
(
法
式
)

研
修

(
布
教
)

法
然
院
広
布
防
相
H
礼
(
法
式
)

定
例
研
究
発
表
会

発
表
者
竹
内
真
道
研
究
員

「
成
唯
識
論
」
に
お
け
る
「
死
」
に
つ
い
て

務
総
舜
健
研
究
部
以

「
取
伽
州
地
論
」
「
泣
けザ陵
地」

戒
n
川
所
説
の
三
取
洗
浄
戒
の
鱗
造

-
1
1
笠(の
一一

会
場

・
仰
教
大
堂
鷹
陵
館
第

一
会
議
歪
(
教
学
)

部
開
訴
組
特
別
研
究
会
(
布
教
)

公
開
講

階

講

師

・
点
郁
夫
川
神
社
中
川
清
広
川

稿
短

・
「三
尊
礼
と
附
栄
」

会
場

・
宗
務
庁
3
階
議
室
(
法
式
)

法
然
院
広
街
雌
習
礼
(
法
式
)

2
月
5
日

つ
白
同
月

Q
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J
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2
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日
日
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3
月
お

n

3
月
幻
日

定
例
研
究

会

講
師
・
神
奈
川
教
区
西
迩
寺

議
題

・
♀
寸
院
の
教
化
戦
時
」

会
場

・
浄
土
宗
亙
墨
事
務
所
研
修
室
(
布
教
)

A
n
同
研
究
会
会
場

・
宗
務
庁

施
設
見
学

静
岡
聖
隷
ホ
ス
ピ
ス
(
布
教
)

月
例
研
究
会
講
師

・
津
田
徳
翁
部
長

諸問題

・
「
縁
山
流
声
明
(
散
華
)
」

会
場

・
浄
土
宗
亙
星
事
務
所
会
議
室
(
法
式
)

第
8
回
運
営
企
画
会
議

研

修

会

講

師

・
藤
堂
恭
俊
部
長

議
題

・
「
法
然
浄
土
教
に
お
け
る
念
仏
信
仰
の
内
実

|

|
特
に
自
詠
の
和
歌
を
中
心
と
し
て
」

会
場

・
浄
土
宗
東
主
事
務
所
会
議
室

(教
学
)

定
例
研
究
会
講
師

・
墓
門
小
教
区
観
智
院
住
職

大
正
大
学
講
師
土
尾
光
滋
師

諮
題

・
「
現
代
人
へ
の
教
化
」

会
場

・
浄
土
宗
主
昼
事
務
所
会
議
室

(
布
教
)

法
然
院
広
布
薩
習
礼

(
法
式
)

各
宗
教
化
関
係
研
究
所
連
絡
協
議
会

坂
野
泰
巨
師

_，d、
三三

場

兵
一言。
一小
科
山
派

伝
法
院

公
開
講
座

講
師
・

宍
戸
栄
雄
主
任

議
題

・
「
天
台
声
明
を
研
究
す
る
人
の
為
に
」

会
場

・
知
恩
院
山
内
源
光
院
(
法
式
)

他
宗
派
研
修
華
厳
宗
大
本
山
東
大
寺

「十

一
面
観
音
悔
過
参J
龍」

(
法
式
)

法
然
院
広
布
夜
明
白礼
(
法
式
)

公

開

講

座

講

師

・
大
正
大
学
教
授
石
上
善
応
先
生

講
演

・
「
仏
像
の
美
ー
そ
の
語
り
か
け
る
も
の
l
」

会
場

・
仰
教
大
学
問
条
セ
ン
タ
ー
(
教
学
)

*
各
項
目
末
の
(
)
内
文
字
は
主
催
し
た
研
究
部

を
表
す

5 



総
合
研
究
所
編

『手
L
L
r
げ
と
え
七
命
リ
一
丁

v

泊
」
」
寺

3
イ
コ
コ
口
』
工

l
f

発
行
所

1
浄
土
宗
出
版
室
/
浄
土
宗
東
京
事
務
所

発
売
所

i
山
喜
房
偽
書
林

B
5判
/
上
製
・函
入
り
/
四

O
四
ペ
ー
ジ
/
定
価

一
五

O
O
O円
(
本
体
一
四
五
六
三
円
)

⑥
本
論
住
吉
町
和
五
十
八
年
度
よ
り
同
六
十
年
度
の
三
年
間

に
亙

っ
て
川
組
織
の
教
学
院
研
究
所
が
企
図
し
た
綜
合
テ
!

?
を
、
浄
土
宗
教
学
の
第

一
線
に
活
躍
し
て
い
る
諸
学
人
の

論
稿
に
よ

っ
て
編
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
浄
土
宗
総

合
研
究
所
平
成
二
主
皮
の
成
果
と
し
て
発
刊
す
る
た
め
に
、

新
に
苛
干
の
切
川
地
苔
試
み
、
よ
り
完
備
し
た
形
に
し

て
世
に
問
う
も
の
で
あ
る
。

⑨
ピ
フ
ま
で
も
な
く
、
現
代
浄
土
宗
の
教
学
、
教
化
の
責
務

は
宗
義
の
悲
礎
的
研
究
の
上
に
立

っ
て
、
す
べ
て
の
健
恥
を

総
令
し
て
ゆ
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
念
仏
信
仰
を
個
人
、
社
会

の
現
'実
に
反
映
さ
せ
、
現
代
日
本
の
精
神
的

・
宗
教
的
情
操

の
高
錫
を
は
か
る
こ
と
に
あ
る
。
従
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
「
念

仏
篇
」
に
つ
づ

い
て
、
浄
土
教
の
本
一質
的
諜
題
た
る

「阿
弥

陀
仏
」
と
「
紘
栄
浄
土
」
の
現
代
的
意
味
と
役
割
と
の
鮮
明

に
っ
と
む
べ
く
、

A
誌
も
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
諜
迎
を
共
同
諜

組
と
し
て
順
次
取
り
上
げ
て
ゆ
く
所
存
で
あ
る
。

(
竹
中
信
常

「径
序
」
よ
り
)

序

説

浄

t
教
文
化
論
の
先制心
と
そ
の
内
容

。
-
竹
中
七
常

第

一
世

念
仏
思
忽
の
流
れ

第
二
t
M

A
，U
仏
信
仰
の
利
下

第
一ニ
すばや
念
仏
の
文
化

第
問
立

品げ
仁
教
問
の
教
義
と
布
教

第
五
北川
ト
品
げ
上
教
印
刷
礼
治

第
六
市
川
代
念
仏
論

1ft 

‘r 
M 
It 

保
11， 

念
仏
の
必
泌
と
ぷ

n

;
f
o
E
K
2
2
2
ι
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【総
合
研
究
所
の
刊
行
物
}

⑨
『教
化
研
究
』第

一
円
プ
平
成
A

一年
三
川
先
行

集
中
研
究
会
指
導
講
義
(
五
重
相
伝
に

つ
い
て
)
/
研
究

部
此
成
栄
報
告
/
教
掌
布
教
大
会

一
般
研
究

・t
H

叫兄

発
ぷ

⑨
『教
化
研
究
』第
二
号
・
:
平
成
一一一
年
コ
バ
発
行

特
集
「
医
療
と
宗
教」

⑨
布
教
資
料
第
問
集

『浄
上
経
典
に
川f
ぶ
』
・
・平
成
ゴ
在
・

三
月
発
行

観
然
場
経
/
般
F

担
長
経

⑨
布
教
資
料
第
-九
集

『別
代
の
教
化
を
も
と
め
て
』

白山下

成
一三
年
三
川
発
行

浄
土
教
の
未
来
像
/
仏
教
り

孟
構
造
/

士
J
院
の
教
化
戦
略
/
現
代
人
へ

の
教
化

拡仏材先



{
講
演
}
法
然
上
人
の
念
仏

平
成
三
年
二
月
十
五
日

胎
明
照
会
館

法
然
浄
土
教
に
お
け
る
念
仏
信
仰
の
内
実

と
く
に
自
詠
の
和
歌
を
中
心
と
し
て

藤
堂
恭
俊
師

宗
歌
「
月
か
げ
」
の
お
歌
は

⑨
念
仏
信
仰
の
中
味

本
日
は
、
法
然
上
人
に
お
け
る
念
仏
信
仰
の

内
実
に
つ

いw
て
お
話
し
巾
し
上
げ
た

い
と
存
じ

ま
す
。
上
人
の
み
教
え
は
、

主
著
の

『選
択
本

願
念
仏
集
』
に
ま
と
め
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、

『選
択
集
』
は
梓
を
お
百
し
に
な
っ
た

上
人
か
ら
講
義
を
作
聴
す
る
よ
う
な
堅
苦
し
き

が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
和
文
明
て
金
円
か

れ
た
利
一品
川
の
知
は
、

千
服
と
い
い
ま
す
か
、
膝

を
交
え
て
上
人
の
ご
説
法
を
作
聴
す
る
と
い

っ

た
気
軽
さ
が
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
和
漢

い
ず
れ
の
御
造
文
も
皆
、
ほ
か
の
方
か
ら
の
お

願
い
を
お
受
け
に
な

っ
て
、
そ
の
上
で
お
書
き

に
な

っ
た
も
の
ば
か
り
で
す
。

'
と
こ
ろ
が
、
和
歌
は
法
然
上
人
が
そ
の
時
そ

の
時
の
お
気
持
を
表
現
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点

で
、
は
か
か
ら
の
束
縛
を
何
ら
お
受
け
に
な
ら

な
い
で
お
詠
み

に
な

っ
て

い
ま
す
か
ら
、
法
然

上
人
の
念
仏
信
仰
の
中
味
を
表
現
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
上
人
の
念

仏
信
仰
の
中
味
を
味
わ
っ
て

い
く
上
に
此
重
な

資
料
と
い
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い

っ
た

点
で
、

宗
歌
「
凡
か
げ
」
の
お
欣
を
と
り
あ
げ

て
考
え
て
み
た

い
と
存
じ
ま
す
。

「
月
か
け
」

の
放
と
申
し
ま
す
と
、

H
ド

h
kp
-
-

ιト
ィ
，
e
t

の
こ

っ
て
い
ま
す
こ
と
は
、
高
校
野
球
で
大
阪

の
上
宮
学
園
が
試
合
に
勝
ち
ま
す
と
、
歓
声
に

ど
よ
め
く
最
中
に
、
こ

の

「
月
か
げ
」

の
お
取

が
流
れ
る
。
甲
子
園
を
埋
め
つ
く
し
た
観
覧
席

は
水
を
打
っ
た
よ
う
に
シ

l
ン
と
静
ま
り
か
え

り
ま
す
。
私
た
ち
宗
門
人
は
公
式
な
場
で
は
必

ず
最
初
か
最
後
に
、

こ
の
宗
歌
を
唱
和
い
た
し

ま
す
ね
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
月
か
げ
」
の
お

歌
の
心
、

中
昧
に

つ
い
て
の
解
説
は
、
全
然
な

い
と
は
申
し
ま
せ
ん
が
、
あ
ま
り
多
く
見
あ
た

り
ま
せ
ん
。

こ
の

「
月
か
げ
」

の
お
取
は
、

『観
無
党
奔

経
』
の
第
九
の
其
身
観
文
の
中
の
摂
益
の
文
を

お
詠
み

に
な

っ
た
お
歌
で
あ
る
と
、

『
四
十
八

7 



巻
伝
』

に
、
そ
の
題
目
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

「
光
明
偏
照
十
方
世
界
・

念
仏
衆
生
摂
取
不
拾
」

と
い
う
摂
益
の
御
文
を
、
月
の
光
に
な
ぞ
ら
え

て
お
詠
み
に
な

っ
た
和
歌
な
の
で
す
。

「
光
明
偏
照
」
の
御
文
は

⑨
仏
凡
相
互
の
呼
応
を

私
は
摂
益
の
御
文
を
前
と
後
の
二
段
に
分
け

て
考
え
た
い
。

「
光
明
偏
照
十
方
世
界
」
と
い

う
御
文
を
ど
う
い
う
立
場
か
ら
仏
辺
に
立
つ
お

歌
で
あ
る
と
い
え
る
か
と
い
う
こ
と
と
、
「
念

仏
衆
生
摂
取
不
拾
」
と
い
う
御
文
は
ど
う
い
う

点
か
ら
機
辺
に
立

つ
お
歌
で
あ
る
と
い
え
る
か
。

そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
「
光
明
偏
照
」
は
、
機
辺
に
立
つ
の
で

は
な
く
、
仏
辺
に
立

っ
て
い
る
。
月
の
光
が
こ

う
こ
う
と
照
り
波

っ
て
い
る
と
い
う
、
こ
の
事

実
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
る
か
。

月
の
光
が
こ
う
こ
う
と
照

っ
て
い
て
も
、
そ

れ
を
感
じ
る
人
も
あ
り
ま
す
し
、
感
じ
な
い
人

も
あ
り
ま
す
。
満
月
の
夜
に
、
雨
戸
を
閉
ざ
し

て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
月
光
に
対
す
る
と
り
く

み
は
万
人
万
様
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
月
を
見
よ
う
と
す
る
人
も
、
全
然

関
心
が
な
い
人
も
、

み
ん
な
月
の
光
の
外
に

一

歩
も
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
ん
で
す
。
ま
ず
「
我

が
名
を
と
な
え
よ
」
と
い
う
阿
弥
陀
様
の
第
十

八
の
願
か
ら
申
し
ま
し
で
も
、
仏
様
か
ら
の
呼

び
か
け
は
、
誰
彼
の
区
別
な
く
、

一
律
平
等
に

す
べ
て
の
人
に
向
か

っ
て
い
る
わ
け
で
し
ょ
う
。

ま
ず
、

「我
が
名
を
と
な
え
よ
」
と
い
う
、

仏
様
か
ら
の
呼
び
か
け
を
我
々
が
項
載
す
る
。

そ
の
呼
び
か
け
に
応
え
て
、
阿
弥
陀
様
の
御
名

を
呼
び
奉
る
。
ま
た
心
の
中
は
「

E
う
ぞ
、
こ

の
私
を
お
救
い
下
さ
い
」
と
、
仏
様
に
呼
び
か

け
ま
す
と
、
そ
の
呼
び
か
け
に
応
え
て
仏
様
が

救
い
の
子
を
さ
し
の
べ
て
下
さ
る
。
そ
う
い
う

宗
教
的
人
格
的
な
呼
応
の
関
係
が
あ
る
。

こ
う

い
う
観
点
か
ら
「
月
か
げ
」

の
お
歌
を
見
て
い

き
た
い
。

ま
ず
、
「
月
か
げ
の
い
た
ら
必
里
は
な
い
」

と
い
う
こ
と
は
、
「
光
明
偏
照
十
方
世
界
」
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。
阿
弥
陀
様
を
信
じ
よ
う
と
、

信
じ
ま
い
と
、
あ
る
い
は
無
関
心
で
あ
ろ
う
と
、

念
仏
の
信
仰
に
反
発
を
持

っ
て
い
よ
う
と
、
と

に
も
か
く
に
も
、
す
べ
て
の
人
は
こ
の
阿
弥
陀

様
の
光
明
の
中
に
包
ま
れ
、
阿
弥
陀
様
の
本
願

の
み
心
の
外
に
は

一
歩
も
出
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
ま
す
と
、
念
仏
す
る
人
も
、
念
仏
し

な
い
人
も
、
み
ん
な
、
阿
弥
陀
様
の
光
明
の
中

で
と
も
に
生
か
さ
れ
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
同

胞
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
意
識
が
芽
生
え
て
く
る
。

そ
う
い
う
こ
と
が
、
ま
ず
教
化
者
と
し
て
の
出

発
点
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
も
か
く
、

み
ん
な

阿
弥
陀
様
の
本
願
の
み
心
の
真
っ
た
だ
中
に
あ

る
の
だ
と
い
う
こ
と
は
、
阿
弥
陀
椴
の
本
願
、

平
等
の
大
慈
悲
心
を
前
提
と
し
て
の
、
」
と
で
あ

り
ま
す
か
ら
、
こ
の
「
月
か
げ
」

の
お
歌
の
前

半
の
句
は
仏
辺
に
立

っ
て
い
る
、
と
受
け
と
る

べ
き
で
あ
り
ま
す
。

阿
弥
陀
様
に
直
接
か
か
わ
ろ
う
と
す
る
人
、

か
か
わ
り
を
持
ち
た
く
な
い
人
、
そ
し
て
無
関

心
な
人
、
抵
抗
す
る
人
と
、
い
ろ
い
ろ
な
種
々

雑
多
な
人
が
、
そ
の
光
明
の
中
に
包
ま
れ
て
い

る
。
阿
弥
陀
様
は
そ
れ
ら
の
す
べ
て
の
人
を
わ

け
へ
だ
て
な
く
、

一
律
平
等

に
「
わ
が
名
を
と

な
え
よ
」
と
常
に
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
り
ま
す
。

8 

2温気
全もっ
きりか
Zのし
胡中内

包
み

む

法
然
上
人
は
、
こ
の
光
明
の
こ
と
に

つ
き
ま

し
て
、

詳
し
く
説
明
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
阿
弥
陀
様
の
光
明
に
は
常
光
と
神

通
光
と
が
あ
る
。
常
光
と
は
「
常
時
、
不
断
に

照
ら
す
光
で
あ
る
」
。
こ
れ
に
対
し
て
神
通
光
は
、

「
こ
れ
別
の
時
に
照
ら
す
光
な
り
」
と
申
さ
れ

て
い
ま
す
。

常
光
と
い
う
の
は
、
頭
光
と
か
、
身
光
と
か
、

項
光
と
か
、
い
ろ
レ
ろ
な
表
現
が
あ
り
ま
す
が
、

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
常
の
光
明
で
あ
り
ま

し
て
、
照
ら
さ
ざ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

い
っ
て

も
、
ど
こ
で
も
行
き
渡
ら
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
。

太
陽
の
光
の
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
人
を

一
律
平

等

に
照
ら
し
出
し
て
お
る
。

こ
れ
は
、
た
だ
光
明
が
照
ら
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
光
明
に
照
ら
し
出
さ

れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
自
分
の
赤
裸
々
な
す
が

た
に
気
づ

か
さ
れ
る
。
今
ま
で
気
づ

か
な
か

っ

た
世
界
に
自
分
自
身
が
い
る
こ
と
に
気
づ

か
さ

れ
、
知
ら
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

光
明
に
よ
っ
て
自
分
の
影
、
自
分
の
内
的
な



聞
に
も
気
づ
か
さ
れ
る
。
自
分
の
影
を
見
な
が

ら
、
な
か
な
か
、
影
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
し

な
い
。
影
を
と
ら
え
よ
う
と
し
な
い
、
そ
う
い

う
自
分
自
身
守
、
光
明
に
よ
っ
て
知
ら
し
め
、

気
づ
か
し
め
る
と
い
う
働
き
が
常
光
の
中
に
あ

o
 

zv 太
陽
の
光
も
m
肢
を
映
し
出
し
て
く
れ
ま
す
が
、

そ
の
ほ
か
に
、
熱
を
も
っ
て
、
我
々
に
暖
か
さ
、

温
も
り
を
与
え
て
く
れ
る
。
そ
し
て
、
あ
ら
ゆ

る
万
物
を
生
成
し
て
い
く
働
き
が
あ
る
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
よ
う
に
、
た
だ
影
だ
け
を
知

ら
し
め
る
の
が
阿
弥
陀
様
の
光
州
で
は
な
い
。

阿
弥
陀
様
の
光
明
に
照
ら
し
山
さ
れ
る
も
の
は
、

み
ん
な
阿
弥
陀
様
の
温
か
い
ふ
と
こ
ろ
の
中
で

温
も
り
を
感
じ
さ
せ
て
下
さ
る
の
で
す
。
ま
た
、

感
じ
る
感
じ
な
い
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
う
い

う
温
も
り
の
中
に
、
わ
れ
わ
れ
を
包
み

こ
ん
で

下
さ
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
わ
れ
わ

れ
は
、
阿
弥
陀
様
に
生
か
さ
れ
て
、
生
き
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
阿
弥
陀
様
の
光

明
の
兵

っ
た
だ
中
に
包
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
そ

う
い
う
こ
と
が
言

い
得
る
わ
け
な
ん
で
す
ね
。

自
分
自
身
が
育
て
ら
れ
な
が
ら
、
生
か
さ
れ
て

生
き
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
、
や
は
り
光
明
、

本
願
の
平
等
大
慈
悲
心
の
働
き
を
項
い
て
い
る

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

神
通
光
は
念
仏
す
る
人
に

か
か
わ
る
光
明

で
は
、
品
川
光
と
神
通
光
と
は
ど
う
い
う
関
係

に
あ
る
か
。

「
常
時
、
不
断
に
照
ら
す
光
明
」

で
あ
る
常
光
に
対
し
て
、
神
通
光
は
「
別
の
時

に
照
ら
す
光
明
」
で
あ
り
、
念
仏
の
衆
生
だ
け

を
照
ら
す
光
明
で
あ
る
。

そ
う
し
ま
す
と
、
阿
弥
陀
織
は
身
勝
手
な
お

方
だ
な
。
念
仏
す
る
人
に
だ
け
か
か
わ

っ
て、

念
仏
し
な
い
人
を
ほ
っ
と
く
の
か
、
と
考
え
る

方
も
お
い
て
に
な
る
、
で
し
ょ
う
ね
。

い
っ
て
み

れ
ば
、
「
縁
な
き
衆
生
は
助
か
り
ま
せ
ん
の
か
」

と
い
う
よ
う
な
‘
』
と
で
す
な
。

し
か
し
ね
え
、
神
通
光
も
品
川
光
も
結
局
、
別

別
の
光
明
で
な
く
、
阿
弥
陀
械
の
本
願
か
ら
出

て
い
る
光
明
。
で
す
か
ら
、

一
つ
の
光
明
な
の
で

す
。
説
明
の
都
合
上
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
分
け

て
あ
る
だ
け
で
す
ね
。

第
十
二
の
願
は
「
光
明
無
量
」
の
願
が
あ
る
。

阿
弥
陀
様
は
既
に
、

こ
の
願
を
成
就
さ
れ
て
い

ま
す
か
ら
、
そ
の
願
に
表
現
さ
れ
て

い
る
こ
と

が
現
在
た
だ
い
ま
働
い
て
い
る
わ
け
で
す
。

光
明
は
い
ろ
い
ろ
な
人
を
照
ら
し
て
い
る
。

そ
の
光
明
に
気
が
つ
い
た
者
と
気
づ
か
な
い
者

が
あ
る
。
光
明
は
聞
と
か
、
彬
の
存
在
を
知
ら

し
め
て
い
る
わ
け
、
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
知
ら

し
め
ら
れ
た
影
な
り
、
聞
な
り
を
気
づ
か
な
い

か
、
気
づ
く
か
に
よ
っ
て
、
常
光
と
神
通
光
の

違
い
が
で
て
く
る
の
で
あ
り
ま
す
。

阿
弥
陀
様
の
光
明
は
、
こ
こ
ま
で
が
常
光
で
、

こ
れ
か
ら
先
が
神
通
光
と
い
う
よ
う
に
分
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
光
明
は
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
誰
に
対
し
て
も

一
律
平
等

に
照
ら
し
て

い
る
け
れ
ど
、
そ
れ
に
気
づ
か
な
い
人
も
あ
る

わ
け
で
す
が
、
月
の
光
を
浴
び
な
が
ら
、

そ
れ

を
な
が
め
よ
う
と
す
る
人
だ
け
が
光
明
に
触
れ
、

本
願
の
平
等
慈
悲
の
働
き
、
つ
ま
り
神
通
光
を

項
く
の
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
州
通
光

は
摂
益
の
御
文
の
後
半
「
念
仏
衆
生
摂
取
不
拾
」
、

「
月
か
げ
」
の
お
歌
の
「
な
が
む
る
人
の
こ
こ

ろ
に
ぞ
す
む
」
と
い
う
後
半
の
句
に
か
か
わ
る

光
明
で
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
後
半
の
句
は
、

機
辺
に
立
っ
て
理
解
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

光
明
と
念
仏

⑨
信
機
と
信
法

そ
う
し
ま
す
と
、
光
明
は
お
念
仏
と
ど
う
か

か
わ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
法
然
上

人
の

『三
部
経
釈
』
を
拝
読
し
ま
す
と
、
「
十

方
世
界
に
あ
ま
ね
く
光
明
を
照
ら
し
て
、

一
切

の
衆
生

に
こ
と
ご
と
く
縁
を
結
ば
ん
が
た
め
に
、

光
明
無
量
の
願
を
立
て
た
ま
え
り
」
と
あ
り
ま

す
。

こ
れ
は
第
十
二
の
願
で
あ
り
ま
す
、
が
、
こ

れ
な
ん
で
す
。
ま
ず

一
切
衆
生
に
紘
を
結
ぶ
。

そ
う
し
て
第
十
八
の
願
に
よ
る
お
念
仏
、
「
わ

が
名
を
と
な
え
よ
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
る
。

つ

ま
り
光
明
摂
取
の
縁
と
お
念
仏
が
か
み
あ

っ
て、

往
生
浄
土
の
素
懐
を
と
げ
さ
せ
て
い
た
だ
く
の

で
あ
り
ま
す
。

光
明
に
よ
っ
て
、
自
分
自
身
は
生
死
の
世
界

に
罪
を
造
り
な
が
ら
生
き
て
い
る
煩
悩
具
足
の

凡
夫
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
わ

け
で
す
け
れ

E
も
、
そ
れ
に
は
や
は
り
、
こ
の

光
明
の
波
長
に
合
う
よ
う
な
行
動
を
し
ま
せ
ん

と
、
気
づ
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
に
は
、

9 



な
ん
と
い

っ
て
も
「
わ
が
名
を
と
な
え
よ
」
と

呼
び
か
け
ら
れ
た
お
念
仏
す
る
こ
と
で
す
。
南

無
阿
弥
陀
仏
と
御
名
を
と
な
え
る
波
長
と
光
明

の
波
長
と
相
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て

赤
裸
々
な
自
分
自
身
に
気
づ
か
さ
れ
る
の
で
す
。

こ
の
空
間
に
は
、
目
に
は
見
え
ま
せ
ん
が
、

テ
レ
ビ
と
か
、
あ
る
い
は
ラ
ジ
オ
と
か
の
電
波

が
通

っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
受
け
と
る
機
械

が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
と
、
聞
い
た
り
、
見
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
と
同
じ
な
の
で
す
。

そ
の
お
念
仏
は
阿
弥
陀
様
か
ら
呼
び
か
け
ら

れ
た
、
そ
の
阿
弥
陀
様
の
名
号
を
声
を
出
し
て

お
と
な
え
を
す
る
。
そ
の
こ
と
に
よ

っ
て
、
今

度
は
自
分
自
身
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
に
気
づ
か

さ
れ
る
。
そ
れ
が
、
煩
悩
具
足
の
九
夫
と
い
う

自
党
で
す
。

お
念
仏
し
て
光
明
を
項
き
ま
す
と
、
今
ま
で

気
づ

か
な
か

っ
た
自
分
の
影
も
、
汚
れ
も
あ
ら

わ
に
浮
き
彫
り
さ
れ
ま
す
か
ら
、
そ
れ
に
気
づ

か
さ
れ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
「
信
機
L

と
い

っ
て
い
る
の
で
す
。

凡
夫
の
自
覚

⑨
三
学
非
器
と
煩
悩
具
足
の
凡
夫

法
然
上
人
の
ご
自
党
に
は
、

「
三
学
非
器
」

の
自
党
と
「
煩
悩
具
足
の
凡
夫
」
と
い
う
自
覚

(
信
機
)
の
二
種
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
も
「
信

機
」
と
「
三
学
非
山
市
」
を
ご

っ
ち
ゃ
に
な
さ
る

き
ら
い
が
ま
ま
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、

こ
れ
ら

は
性
絡
が
異
っ

て
い
ま
す
か
ら
、
判
然
と
区
別

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

歴
史
的
に
申
し
ま
す
と
、
「
三
学
非
器
」
は

開
宗
以
前
に
お
け
る
ご
自
党
。

「信
機
」
は
開

宗
後
の
ご
自
党
で
す
。

つ
ま
り
宗
祖
上
人
が
阿

弥
陀
様
の
信
仰
を
お
持
ち
に
な

っ
て
い
る
か
、

い
な
い
か
の
相
違
な
ん
で
す
。

「三
学
非
器
」
の
三
学
と
は
戒
定
慧
で
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
聖
道
門
に
お
け
る
仏
道
の
実
践

の
基
本
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
そ
れ
を
法
然
上

人
は
実
践
さ
れ
た
。
自
ら
の
力
に
よ

っ
て
大
い

に
努
力
、
精
進
そ
し
、
仏
道
を
歩
ま
れ
た
。
そ

の
中
に
お
い
て
、
自
分
は
戒
も
定
も
慧
も
満
足

に
達
成
す
る
こ
と
が
不
可
能
だ
、
そ
う
い
う
自

分
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
気
づ
き
に
な

っ
た
。

こ
れ
が
コ
ニ
学
非
器
」
な
の
で
す
。

こ
の
三
学
と
い
う
場
合
に
は
、
努
力
を
重
ね

て
い
け
ば
、
自
分
の
力
に
よ

っ
て
仏
に
成
れ
る

と
い
う
前
提
が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
「
信

機
」
は
、
光
明
に
よ

っ
て
赤
裸
々
な
、
あ
り
の

ま
ま
の
自
分
自
身
に
気
づ

か
さ
れ
る
わ
け
い
で
す

か
ら
、
光
明
と
私
の
聞
に
は
越
え
が
た
い
溝

・

断
絶
が
あ
る
。
断
絶
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
光
明
に

照
ら
し
だ
さ
れ
る
わ
け
な
の
で
す
。

基
本
的
に
い
う
と
、
こ
の
二
つ
の
自
党
は
成

立
す
る
基
般
市
を
全
然
異
に
し
て
い
w

ま
す
。
し
か

し
、
「
三
学
非
器
」
の
ご
自
党
に
立
た
れ
た
か

ら
こ
そ
、

法
然
上
人
は
阿
弥
陀
様
に
よ
る
救
済

の
道
へ
お
移
り
に
な
れ
た
。
そ
う
い
う
点
て
は

関
係
が
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
「
三
学
非
器
」

そ
の
も
の
と
、

「煩
悩
具
足
の
凡
夫
」
と
い
う

自
覚
と
は
、
お
の
ず
か
ら
成
立
の
基
盤
を
異
に

す
る
と
い
う
こ
と
を
、
は

っ
き
り
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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含
(
・
陣
、
・
療
は
人
間
の
性

「
貧
・
蹟
・
寵
」
と
い
う
三
毒
、
煩
悩
:
・
、

字
の
よ
う
に
煩
ら
い
悩
む
と
い
う
、
』
と
で
す
が
、

さ
が

私
は
こ
の
煩
悩
を
人
間
の
性
と
言
っ

た
方
が

一

般
の
人
に
わ
か
り
や
す
い
の
じ
ゃ
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。
男
。
で
あ
ろ
う
と
、
女
で
あ
ろ
う

と
、
勉
強
が
で
き
て
も
、
で
き
な
く
て
も
、
年

齢
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
煩
悩
は
生
ま
れ
な
が

ら
人
間
と
し
て
、
み
な
、

一
律
平
等

に
具
え
て

い
る
、
よ
く
な
い
心
の
働
き
な
の
で
す
。

た
と
え
ば
「
貧
」
、
「
食
欲
」
は
飽
く
こ
と
を

知
ら
な
い
む
き
ぼ
り
の
こ
と
で
す
。
財
欲
、
淫

欲
に
対
す
る
む
き
ぼ
り
は
足
る

こ
と
を
知
ら
な

い
か
ら
、
欲
に
溺
れ
て
と
り
か
え
し
の
つ
か
な

い
羽
目
に
お
ち
入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

「
膜
」
、
「
隈
悲
」
は
怒
り
、
腹
立
ち
の
心
で

す
が
、
自
分
の
思
い
ど
お
り
に
な
ら
な
い
時
に

必
ず
こ

の
心
が
起
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
カ

l
ッ

と
す
る
こ
と
で
す
ね
。
腹
が
立
っ
て
カ

l
ッ
と

し
ま
す
と
、

善
悪
の
判
断
を
す
る
理
性
が
崩
壊

し
て
し
ま
う
。
そ
う
し
て
、
殴
る
、
蹴
る
、
物

を
投
げ
つ
け
た
り
し
て
、
当
た
り
ど
こ
ろ
が
悪

い
と
相
手
が
死
ん
で
し
ま
う
。
感
情
が
興
奮
し

ま
す
と
洪
水
の
ご
と
く
、
堤
防
の
役
目
を
果
す

べ
き
理
性
を
決
壊
さ
せ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。

「
癒
」
、
「
思
癒
」
に
し
て
も
、
そ
う
で
す
。

物
の
道
理
は
頭
で
わ
か
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、

し
か
し
、
か
ら
だ
全
体
を
と
お
し
て
本
当
に
わ

か
つ
て
な
い
の
で
す
。
い
つ
か
は
死
な
な
き
ゃ



な
ら
ん
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
を
棚
上
げ

し
て
、
人
が
死
ぬ
の
を
見
て
も
、
私
は
め
っ
た

に
死
な
な
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。

川
内
山
擬
っ
て
い
う
の
は
、
そ
れ
で
す
よ
ね
。
頭

が
悪
い
か
ら
物
の
道
理
が
わ
か
ら
な
い
ん
じ
ゃ

な
い
。
わ
か
っ
て
い
な
が
ら
、
か
ら
だ
が
、
感

情
が
そ
れ
に
つ
い
て
い
か
な
い
の
で
す
。
だ
か

ら
、
本
当
に
は
わ
か
つ
て
な
い
の
で
す
。
道
理

を
踏
み
は
ず
し
て
、
蹟
い
た
り
、
転
ん
だ
り
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

私
た
ち
は
生
き
て
い
る
問
、

こ
の

「貧

・
膜

・
擬
」
と
い
う
人
間
の
性
に
振
り
因
さ
れ
て
る

わ
け
で
す
。
つ
ま
り
、
煩
悩
が
私
の
主
人
公
に

な
っ
て
る
わ
け
で
す
。
阿
弥
陀
様
の
光
明
に
照

ら
し
だ
さ
れ
る
と
、
そ
う
い
う
こ
と
に
気
づ
か

さ
れ
る
。
気
づ
か
さ
れ
て
、

こ
の
ど
う
し
ょ
う

も
な
い
私
を
、
何
と
か
お
救
い
下
さ

いw
と
、
阿

弥
陀
様
に
お
す
が
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

お
念
仏
を
と
お
し
て
赤
繰
々
な
自
分
自
身
に
気

づ
か
さ
れ
て
、
自
分
は

「煩
悩
具
足
の
凡
夫
で

あ
る
」
と
い
う
自
覚
を
も
つ
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

信
仰
の
深
ま
り

⑨
感
応
道
交

そ
う
し
ま
す
と
、
現
在
た
だ
今
の
自
分
の
あ

り
の
ま
ま
の
姿
を
し
か
と
知
ら
し
め
ら
れ
る

こ

と
に
よ

っ
て
、
今
度
は
阿
弥
陀
様
と
い
う
信
仰

の
対
象
、
救
い
主
、
阿
弥
陀
は
と
け
の
方
に
方

向
を
転
換
し
て
、
「
ど
う
ぞ
、
こ
の
私
を
お
救
い

下
さ
い
」
と
い
う
お
も
い
を
、
声
に
托
し
て
、

南
無
阿
弥
陀
仏
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
名
念
仏

を
い
た
し
ま
す
。

と
し
、
そ
の
上
に

立
い
た
し
ま
す
。

「信
機
」
が
先
か
、
「
信
法
」
が
先
か
と
い
う

よ
う
な
議
論
も
あ
り
ま
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
こ

の
両
者
は
螺
旋
状
に
な

っ
て
、
だ
ん
だ
ん
深
ま

っ
て

い
く
の
で
す
。
信
仰
に
お
け
る
二
回
性
、

あ
る
い
は
二
重
性
と
申
し
ま
す
か
、

異

っ
た
方

向
を
も

っ

「信
機
」
と
「
信
法
」
が
互
い
に
関

係
を
し
あ
い
な
が
ら
、
信
仰
の
心
を
盛
り
上
げ
、

昂
め
、
仏
凡
の
関
わ
り
が
漸
次
深
ま
っ
て
い
く

の
で
す
。

そ
の
仏
凡
の
関
わ
り
が
ず
う

っ
と
継
続
し
深

ま
る
と
、
今
度
は
、
い
わ
ゆ
る
親
縁
と

い
う
宗

教
的
な
感
応
道
交
を
経
験
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

こ
の
よ
う
に
お
念
仏
を
基
盤

「信
機
」
と
「
信
法
」
が
成

こ
の
私
が
阿
弥
陀
様
に
向
か

っ
て
礼
拝
を
す

る
。
御
名
号
を
お
と
な
え
す
る
。
そ
し
て
、

「ど

う
か
、
こ
の
私
を
お
救
い
下
さ
い
」
と
念
じ
る
。

そ
の
姿
、
思
い
を
阿
弥
陀
様
は
見
、

聞
き
、
知

り
給
う
て
、
し
か
も
、
念
仏
す
る
私
を
阿
弥
陀

様
が
ち
ゃ
ん
と
念
じ
て
下
さ
る
。
こ
の
仏
九
の

関
係
、
阿
弥
陀
様
と
私
と
は
切

っ
て
も
切
れ
な

い
関
係
に
つ
い
て
法
然
上
人
は
、

「阿
弥
陀
仏
の

か
れ
こ
れ

三
業
と
、
行
者
の
三
業
と
、
彼
此

一
つ
に
な
り

て
、
仏
も
衆
生
も
お
や
子
の
ご
と
く
な
る
」
と

申
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
仏
凡
聞

の
関
わ
り
を

「親
縁
」
と
申
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
仏
九
聞
の
関
わ
り
を
感
じ
た
念
仏
者

の
日
常
生
活
は
、
ま
こ
と
に
尊
い
ば
か
り
で
な

く、

「真
の
仏
弟
子
」
と
し
て
日
日
好
日
の
き
わ

や
か
な
心
持
ち
と
、
阿
弥
陀
様
の
光
明
裡
に
生

まなか
すいさ
o ~!日れ
量2て
寿己生
をき
生て
きし、
抜る
く有
力難
カf さ

i勇
い 生
て死
まに
い煩
りわ

終
い
の
時
を
迎
え
る

⑨
身
体
的
・
精
神
的
苦
悩

そ
れ
で
も
人
は
、
生
ま
れ
た
か
ら
に
は
臨
終

の
夕
べ
を
迎
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
終
い
の
時

を
迎
え
ま
す
と
、
頭
が
痛
い
、
胸
が
苦
し
い
と

い
う
病
気
と
い
う
身
体
的
な
苦
痛
と
、
さ
ら
に
、

そ
れ
と
は
別
に
、
精
神
的
な
さ
い
な
み
を
受
け

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
身
体
的
な
苦
痛
に
加
え
て

精
神
的
な
さ
い
な
み
が
、
と
っ
か
え
ひ

っ
か
え

襲
っ
て
く
る
。

そ
の
時
に
、
平
生
お
念
仏
申
し
て
い
る
人
に

向

っ
て
阿
弥
陀
様
は
、
大
光
明
を
放
ち
な
が
ら

来
迎
し
て
下
さ
る
の
で
す
。
臨
終
の
念
仏
者
は
、

い
ま
だ
か

つ
て
感
じ
た
こ
と
が
な
い
神
々
し
き

に
心
を
集
中
し
ま
す
か

ら
、
身
体
的
な
苦
痛
も
、

精
神
的
な
さ
い
な
み
も
忘
れ
て
し
ま

っ
て
、
正

念
に
住
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

い
か
に
し
て
こ
こ
ろ
は

正
念
に
至
る
か

こ
こ
の
と
こ
ろ
が
少
し
、
善
導
様
と
法
然
上

人
の
違
う
と
こ
ろ
な
の
で
す
。
善
導
様
は
、
「
願

わ
く
は
弟
子
等
、
A
叩
終
の
時
に
臨
ん
で
、

心
顛

倒
せ
ず
、

心
錯
乱
せ
ず、

心
失
念
せ
ず
。
身
心

に
も
ろ
も
ろ
の
苦
痛
な
く
身
心
快
楽
に
し
て
禅

11 



定
に
入
る
が
如
く
聖
衆
現
前
し
た
ま
い
、
仏
の

本
願
に
乗
じ
て
阿
弥
陀
仏
国
に
上
品
往
生
せ
し

め
た
ま
え
」
と
申
さ
れ
て
い
ま
す
よ
う
に
、
ま

ず
自
分
が
正
念
に
住
さ
な
け
れ
ば
、
ご
来
迎
を

感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
お
示
し
下
さ
っ

て
い
ま
す
。
し
か
る
に
法
然
上
人
の
場
合
は
、

来
迎
を
項
く
こ
と
に
よ
っ
て
正
念
に
住
す
る
こ

と
が
で
き
る
、
と
お
示
し
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

臨
終
は
、
身
体
的
な
苦
痛
だ
け
じ
ゃ
な
い
。

精
神
的
な
さ
い
な
み
が
と
っ
か
え
ひ
っ
か
え
や

っ
て
く
る
。
い
く
ら
平
生
念
仏
し
て
い
て
も
、

そ
う
い
う
こ
と
に
お
か
ま
い
な
く
、
身
体
的
苦

痛
と
境
界
愛
、
自
体
愛
、
当
生
愛
と
い
っ
た
精

神
的
な
苦
悩
が
ど
ん
ど
ん
押
し
寄
せ
て
き
ま
す

か
ら
、
心
は
顛
倒
、
錯
乱
、
失
念
と
ゆ
れ
に
ゆ

れ
続
き
ま
す
の
で
、
臨
終
間
際
に
「
正
念
に
住

す
る
」
こ
と
は
で
き
な
い
。
法
然
上
人
は
、
正

念
に
よ
る
が
故
に
来
迎
を
項
く
と
い
う
こ
と
を

極
力
否
定
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
逆
に
来
迎
を
項

き
ま
す
か
ら
、
容
易
に
正
念
に
住
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
申
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

阿
弥
陀
様
は
私
が
気
づ
か
な
い
遥
か
以
前
か

ら
、
ず
っ
と
「
わ
が
名
を
と
な
え
よ
」
と
、
私

た
ち
に
呼
び
か
け
、
「
名
を
と
な
え
る
」
よ
う
に

念
じ
下
さ
っ
て
い
る
。
阿
弥
陀
様
は
、
成
仏
さ

れ
て
か
ら
今
日
ま
で
、
光
明
を
連
続
し
て
照
ら

し
ど
お
し
に
お
照
ら
し
下
さ

っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
や
っ
と
気
づ
レ
て
、
そ
し
て
お
念
仏
を
申

し
て
、

最
後
に
来
迎
を
頂
戴
す
る
。
そ
う

い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

心
の
主
人
公
を
入
れ
替
え
る

「
信
機
」
か
ら
「
信

法
」
へ

、

「信
法
」
か

ら
「
信
機
」
へ
と
仏
凡
の
関
わ
り
を
深
め
て
い

く
わ
け
で
す
が
、
そ
の
聞
に
「
機
悔
」
と
い
う

、
』
と
も
出
て
き
ま
す
。

何
か
悪
い
こ
と
を
し
て
、
そ
れ
を

「
憐
悔
」

す
る
だ
け
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
は
ま
と
も

な
人
間
だ
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
阿
弥
陀

様
の
光
明
に
照
ら
し
出
さ
れ
る
と
、
「
食

・
隙

・

療
」
に
振
り
回
さ
れ
、
煩
悩
の
命
ず
る
ま
ま
に

行
動
し
て
お
っ
た
。
そ
う
い
う
自
分
を
「
機
悔
L

す
る
の
で
す
。
こ
の
「
憐
悔
」
を
と
お
し
て
煩

悩
を
、
自
分
の
主
人
公
の
座
か
ら
引
き
ず
り
降

ろ
す
の
で
す
。

そ
う
す
る
と
今
度
は
、
「
勧
諮
」
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
ね
。
煩
悩
を
主
人
公
の
座
か
ら
引

き
ず
り
降
ろ
し
ま
し
た
か
ら
、
今
度
は
阿
弥
陀

様
を
心
の
主
人
公
と
し
て
お
迎
え
す
る
の
で
す
。

た
と
え
ば
、
観
音
様
の
お
像
を
持
見
し
ま
す
と
、

必
ず
お
つ
む
の
宝
冠
の
中
央
正
面
に
化
仏
|

|

阿
弥
陀
様
を
項
裁
な
さ
っ
て
い
る
。
そ
う
い
っ

た
よ
う
に
、
阿
弥
陀
様
を
自
分
の
心
の
主
人
公

と
し
て
お
迎
え
す
る
。

こ
れ
を
「
勧
請
L

と
申

し
ま
す
。

法
然
上
人
は

『
七
カ
条
の
起
前
文
』
の
な
か

に
、
「
会

・
眼

・
擬
起
こ
ら
ば
、
な
お
悪
趣
へ
行

く
べ
き
惑
い
の
起
こ
り
た
る
ぞ
と
心
得
て
、
こ

れ
を
と
ど
む
べ
き
な
り
。
し
か
れ
ど
も
、

い
ま

だ
煩
悩
具
足
の
我
ら
な
れ
ば
、
か
く
心
得
た
れ

ど
も
、
常
に
煩
悩
は
起
る
な
り
。
起
れ
ど
も
、

ま
ろ
う
ど

煩
悩
を
ば
心
の
客
と
し
、
念
仏
を
ば
心
の
主
と

し
つ
れ
ば
、
あ
な
が
ち
に
往
生
を
さ
え
ぬ
な
り
。

煩
悩
を
心
の
主
と
し
て
、
念
仏
を
心
の
客
と
す

る
こ
と
は
、
雑
毒
、
虚
仮
の
善
に
て
往
生
は
嫌

わ
る
る
な
り
」
と
申
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
仰
せ
の
よ
う
に
、
煩
悩
の
働
き
、
こ
れ

を
客
と
し
な
き
ゃ
い
か
ん
。
そ
の
た
め
に
は
ど

う
し
て
も
、
心
の
主
人
公
に
阿
弥
陀
様
を
お
迎

え
し
な
け
れ
、
ば
な
り
ま
せ
ん
。
お
念
仏
の
内
に

「
機
悔
」
し
、
「
勧
請
」
す
る
と
い
う
の
は
、
そ

う
い
う
心
の
入
れ
替
え
を
す
る
の
で
す
ね
。
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お
念
仏
の
相
続
と
は

こ
う
い
う
よ
う
に
法
然
上
人
の
み
教
え
を
項

き
ま
す
と
、
念
仏
の
行
者
が
摂
取
さ
れ
て
い
く

と
い
う
の
は
、
終
の
時
を
境
に
極
楽
往
生
を
す

る
こ
と
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
お
念
仏
を
申
す
そ
の

人
が
、
生
き
て
い
る
聞
に
、
お
念
仏
す
る
以
前

の
自
分
と
お
念
仏
す
る
よ
う
に
な
っ
た
以
後
の

自
分
と
が
ど
の
よ
う
に
改
ま
る
の
か
。
「
あ
り
が

た
い
」
「
生
か
さ
れ
て
い
る
」
と
言
葉
。
て
は
申
し

ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
言
葉
の
中
身
に
つ
い
て
、

な
か
な
か
説
い
て
く
れ
ま
せ
ん
ね
。
や
は
り
信

仰
の
世
界
は
、
そ
れ
ぞ
れ
各
人
が
冷
暖
白
知
す

る
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
す
。

そ
こ
に
、
お
念
仏
を
相
続
す
る
こ
と
の
大
切

さ
が
出
て
く
る
。

一
遍
念
仏
申
し
た
ら
助
か
る
と
も
言

い
ま
す

ね
。
一

声
で
助
か
る
の
な
ら
、
そ
れ
以
上
に
多



く
お
と
な
え
し
な
く
て
よ
い
で
は
な
い
か
。
こ

う
い
う
数
量
的
な
判
断
を
す
る
方
が
大
変
多
い

よ
う
で
す
。
お
も
し
ろ
い
こ
と
に
、
お
小
遣
い

の
方
は
少
し
で
も
多

い
方
を
喜
ぶ
の
で
す
が
、

お
念
仏
に
限

つ
て
は
多
い
よ
り
も
少
な
い
方
が

喜
ば
れ
る
。
同
じ
く
数
量
的
判
断
で
す
が
、
こ

の
違
い
は
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
転
換
す
る
の

で
し
ょ
う
か
。
ま
こ
と
に
摩
詞
不
思
議
な
判
断

と
忠
わ
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
法
然
上
人
は
「
上
尽

一
形
、
下
至

十
戸

一
戸
等
」
と
官一
聞
い
て
お
ら
れ
る
ん
で
す
。

俗
に
、
お
い
し
い
ご
馳
走
な
ら
「

一
一週
食
べ

た
ら
死
ん
で
も
本
望
だ
」
と
申
し
ま
す
ね
。
け

れ
ど
、
何
遍
で
も
食
べ
た
く
な
い
ん
で
す
か
。

そ
れ
な
の
に
念
仏
申
す
の
は
少
し
で
い
い
。
こ

れ
は
型
間
に
合
い
ま
せ
ん
ね
。

つ
ま
り
食
べ
す

嫌
い
の
傾
向
が
強
く
出
て
い
る
よ
う
に
忠
わ
れ

ま
す
。
お
念
仏
の
有
難
き
が
わ
か
れ
ば
、
申
さ

ず
に
は
、
と
な
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
の
が
念

仏
者
で
は
な
い
引
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
、
お
念
仏
を
相
続
す
る
と
は
、
ど
う

い
う
こ
と
な
の
か
。

こ
れ
は
前
念
と
後
念
の
関

係
で
す
。
「南
無
阿
弥
陀
仏
、
南
無
阿
弥
陀
仏
」

と
声
を
出
し
て
お
と
な
え
を
す
る
。
「
ど
う
ぞ
、

こ
の
私
を
お
助
け
下
さ
い
」
「
お
救
い
下
さ
い
」

と
い
う
阿
弥
陀
様
に
向

つ
て
の
思
い
が
、
次
の

心
に
受
け

つ
が
れ
て
い
く
。
そ
れ
が
ま
た
前
念

に
な

っ
て
、
さ
ら
に
後
の
心
に
受
け
と
め
ら
れ

て
い
く
わ
け
で
す
。
煩
悩
具
足
の
私
で

ご
ざ
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
私
が
、
阿
弥
陀
様
を
念

じ
、
阿
弥
陀
様
に
お
救
い
下
さ
い
と
呼
び
か
け

る
。
そ
の

一
声

一
声
に
托
さ
れ
た
阿
弥
陀
様
に

向

つ
て
の
お
も
い
、
心
が
ず
う

っ
と
連
続
的
に

積
み
重
ね
ら
れ
て
、
往
生
の
主
体
が
漸
次
内
容

づ
け
ら
れ
て
い
く
わ
け
で
す
。

ま
ず
念
仏
申
せ

あ
る
人
が
ね
え
、
「
私
は
念
仏
な
ん
て
申
し

た
く
な
い
。
申
し
た
く
な

っ
た
ら
申
す
る
」
と

断
言
し
ま
し
た
。

お
念
仏
が
申
し
た
く
な
る
ま

で
待
つ
の
で
す
か
。

『選
択
集
』
の
開
巻
努
頭
、
題
名
に
続
く
次

の
行
に

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
い
う
六
字
の
お

名
号
が
記
さ
れ
て
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
割
註
と

し
て
、
「
往
生
之
業
念
仏
為
先
」
と
書

い
て
あ

り
ま
す
。
念
仏
を
も

っ
て
先
と
す
る
。
ま
ず
念

仏
を
申
す
。
申
し
た
く
て
も
、
申
す
気
が
な
く

て
も
、
と
に
か
く
戸

に
出
し
て
念
仏
を
申
し
な

さ
い
。
お
念
仏
す
る
こ
と
が
念
仏
の
心
を
形
成

し
て
い
く
、
』
と
に
な
る
ん
だ
と
。

前
念
と
後
念
と
が
関
係
を
し
あ
い
な
が
ら
、

阿
弥
陀
様
に
向

つ
て
の
思
い
が
次
か
ら
次
へ
と

送
ら
れ
て
継
続
し
、
や
が
て
決
定
往
生
の
心
を

定
着
さ
せ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

心
の
中
に
仏
思
い

の
心
が
あ

っ
て
「
南
無
阿

弥
陀
仏
」
と
申
す
の
は
、
こ
れ
は
ご
く
自
然
な

な
り
ゆ
き
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
心
に
な

る
ま
で
待

つ
て
は
い
ら
れ
な
い
の
で
す
。
だ
か

ら
、
ま
ず
申
し
な
さ
い
。
仏
思
い
の
心
が
な
く

て
も
、
ま
ず
声
に
出
し
て
申
し
な
さ
い
。
そ
の

内
に
、
漸
次
中
味
が
実
の
り
、
熟
し
て
く
る
の

で
す
。

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
お
名
号
は
単
な
る
符

号
じ
ゃ
な
い
。
阿
弥
陀
様
の
内
証
と
外
用
と
の

双
方
の
功
徳
が
お
名
号
自
身
の
中
に
お
さ
ま
っ

て
い
る
。
そ
の
お
名
号
を
、
わ
れ
わ
れ
は
帰
命
、

発
願
廻
向
と
い
う
「
南
無
」
の
心
を
も
っ
て
阿

弥
陀
様
を
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
お
呼
び
申
し

あ
げ
る
。

そ
う
し
ま
す
と
、

一
戸

一
声
に
、
名
に
よ

っ

て
表
さ
れ
る
阿
弥
陀
様
ご
自
身
が
、
称
名
す
る

人
の
心
の
中
に
お
宿
り
下
さ
る
の
で
す
。
阿
弥

陀
様
ご
自
身
が
、
わ
が
名
を
呼
ぶ
人
の
心
の
中

に
お
宿
り
下
さ
る
と
い
う
こ
と
は
、

言

い
か
え

て
申
し
ま
す
と
、
阿
弥
陀
仏
を
心
に
刻
み

つ
け

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
相

続
と
い
う
こ
と
の
中
味
で
、
阿
弥
陀
様
に
向

っ

て
「
ど
う
ぞ
、
こ
の
私
を
お
助
け
下
さ
い
、
お

救
い
下
さ
い
」
の
お
も
い
が
、
決
定
往
生
の
心

を
だ
ん
だ
ん
形
成
し
て
い
く
の
で
す
。
法
然
上

人
は
阿
弥
陀
様
の
光
明
が
人
格
を
形
成
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
を
見
抜
か
れ
て
い
ら
れ
る
わ
け

で
す
。

教
化
者
は

念
仏
と
宗
学
を
す
る

さ
あ
こ
こ
で
、
教
化
者
自
身
が

一
体
ど
う
あ

る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。た
だ
念
仏
申
せ
ば
い
い
と
言
っ

て
も
、
念
仏

を
申
し
た
ら
ど
う
な
る
ん
だ
と
聞
か
れ
た
ら
、

わ
し
は
ま
だ
死
ん
で
お
浄
土
と
い
う
と
こ
ろ
に
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行
っ
た
こ
と
、
が
な
い
か
ら
わ
か
り
ま
せ
ん
、
こ

れ
じ
ゃ
あ
、
だ
れ
も
お
念
仏
に
は
つ
い
て
入
っ

て
き
ま
せ
ん
わ
ね
。
内
分
に
は
そ
う
い
う
体
験

が
な
い
に
し
て
も
、
仰
上
京
の
念
仏
の
信
仰
の

中
身
を
も
う
少
し
日
パ
体
的
、
体
系
的
に
紹
介
を

し
て
、
お
念
仏
す
る
人
の
糧
に
な
る
よ
う
に
勧

め
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

浄
上
宗
学
と
い
う
と
、
幅
楽
と
か
、
本
閥
、
と

か
、
あ
る
い
は
安
心
と
か
、
起
行
と
か
、
念
仏

と
か
と
い
う
名
日
、
い
わ
ゆ
る
概
念
に
つ
い
て

勉
強
を
す
る
こ
と
ぐ
ら
い
に
思
っ
て
い
ら
れ
る

万
が
多
い
ん
J

で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
初
歩
の

段
階
て
、
そ
れ
が
山
発
点
に
な
ら
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
ね
。

私
は
京
学
に
つ
い
て
、
京
義
・
京
釆

・
宗
学

の
三
つ
に
分
け
て
号
え
て
い
ま
す
。

宗
義
と
い
う
の
は
、
品げ
L
L

京
を
お
聞
き
下
さ

っ
た
法
然
l.
人
の
ご
迫
文
に
品
川
か
れ
で
あ
る
内

芥
。

つ
ま
り
机
午
ゆ
仁
の
道
聞
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
山
川
義
を
、
そ
の
ま
ま
よ
爪
に
実
践
を
す

る
の
が
宗
采
で
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
時
代

が
変
わ
れ
ば
人
山
の
与
え
五
も
変
わ
っ
て
く
る
。

社
会
で
も
、
北
口
は
な
か

っ
た
川
組
が
統
山
し
て

く
る
。
ま
あ
、
汁
の
人
は
、
お
じ
い
さ
ん
も
お

ば
あ
さ
ん
も
、
「
死
ん
だ
ら
浄
土
に
お
参
り
が

で
き
る
」
と
、
安
心
し
て
死
ん
で
い
か
れ
た
。

い
わ
ゆ
る
「
必
鈍
念
仏
第
a

の
機
」
に
な
る
こ

と
が
、
で
き
た
人
が
多
か
っ
た
。
A
f
は
な
か
な
か
、

そ
う
は
ま
い
り
ま
せ
ん
わ
ね
。

そ
う
い
う
よ
う
な
、
い
ろ
ん
な
活
問
題
が
あ

る
。
し
か
し
、
そ
う
だ
か
ら
と
い

っ
て
、
宗
義

を
変
え
る
わ
け
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い

う
変
化
の
た
だ
巾
に
あ
っ
て
、
往
供
品
げ
k
の
道

を

一
体
ど
の
よ
う
に
体
系
づ
け
て
い
く
か
。
一
-

組
上
人
は
二
組
上
人
で
、
法
然
L
L

人
の
み
教
え

を
そ
の
ま
ま
頂
絞
さ
れ
、
北
川
川
口
立
の
説
が
横

行
す
る
中
に
あ
っ
て
、
宗
伯
上
人
の
お
念
仏
を

組
織
体
系
化
し
つ
つ
、
お
念
仏
を
ひ
ろ
め
ら
れ

た
。
そ
の
二
組
上
人
の
よ
う
に
祖
述
と
顕
彰
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
引
代
に

お
け
る
宗
学
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
わ
け
で

す
。
宗
義
を
仁
ム
円
に
し
た
引
代
の
京
中
が
当
然

あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
す
。

そ
う
い
う
よ
う
に
、
京
北

・
京
釆

・
京
山
下
と

い
う
よ
う
に

一
応
の
概
念
規
定
念
行
っ
た
上
で、

宗
門
子
を
す
る
と
い
う
こ
と
を
、
ゆ
上
京
の
お
坊

さ
ん
た
ち
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。
宗

学
を
す
る
か
ら
に
は
、
し
っ
か
り
お
念
仏
を
巾

し
な
が
ら
、
昨
今
の
社
会
、
人
の
円
悩
を
感
じ

取
り
、
そ
の
vrn
悩
を
い
か
に
解
決
す
る
か
を
、

課
題
と
し
て
も
っ
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

そ
の
基
本
と
な
る
宗
義
に
・
ぶ
さ
れ
て
い
る
、

死
ん
で
か
ら
先
の
柱
生
で
あ
る
こ
と
在
、
私
は

不
H

定
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
人
間
は
過
去
を
背
負

い
な
が
ら
、
未
米
を
内
に
苧
み
つ
つ
人
ー
を
生
き

て
い
る
の
で
す
。
未
来
に
夢
が
な
け
れ
ば
、
前

進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
死
ん
だ
ら
何
に

も
な
く
な
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
必
ず
阿
弥
陀
般

の
ふ
と
こ
ろ
に
州
ら
せ
て
柄
引
く
と
い
う
大
き
な

け
棋
、
こ
れ
は
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ぉ

念
仏
を
中
す
こ
と
に
よ

っ
て
死
後
に
住
川
さ
せ

て
頂
く
自
分
が
、
現
在
た
だ
い
ま
、
お
念
仏
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
ど
の
よ
う
に
改
ま
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
を
、
は
っ
き
り
さ
せ
る
必
要
が
大

い
に
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
「
あ
り
が
た
い
、
あ
り

が
た
い
」
と

μ
で
は
言
う
け
れ
ど
、

一
体
ど
う

あ
り
が
た
い
の
か
。
何
が
あ
り
が
た
い
の
か
、

そ
の
中
身
を
開
陳
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
忠
い
ま

す
。
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心
に
阿
弥
陀
様
を

そ
う
い
う
よ
う
な
わ
け
で
「
川
か
げ
L

の
お

歌
を
よ
く
味
わ
い
ま
す
と
、
そ
の
小
に
浄
仁
の

宗
義
概
要
が
全
部
入
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。

放
の
末
尾
の

「な
が
む
る
人
の
心
に
ぞ
す
む
」

と
い
う
「
す
む
」
は
平
仮
名
で
占
い
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
寸
澄
む
」
と
「
住
む
」
の
刊
と
ち
ら
だ

と
よ
く
聞
か
れ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
眺
む
る

人
の
心
に

一
体
何
が
す
む
の
か
と
与
え
た
な
ら

ば
、
お
の
ず
か
ら
わ
か
り
ま
す
ね
。
観
斤
様
が

お
つ
む
に
阿
弥
陀
織
を
頂
戴
さ
れ
て
お
る
よ
う

に
、
わ
れ
わ
れ
の
心
に
阿
弥
陀
織
を
お
迎
え
し

て
、
私
の
心
に
住
ま
っ
て
項
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

ど
う
か
皆
さ
ん
。
お
互
い
に
煩
悩
只
足
の
私

で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
、
切
時
限
琢
磨
し
あ
っ
て
お

念
仏
を
中
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
心
の
小
に
阿
弥
陀

悦
怖
を
お
迎
え
し
、
こ
こ
ろ
の
、
正
人
公
と
仰
ま
な

が
ら
、
教
化
の
第

一
線
に
立
て
る
よ
う
に
い
た

し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
長
時
川
の
ご
M
M
聴
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



所 長竹中川町 干141 J!U;¥r.!1品)III'{上大崎1-9-24

'J'~務 J"j

除~:.~院 03-3441-8385

事務長佐藤行イ" 〒2'18

11:: ，{e TIT川 降 1:干144
久保川}'，'Alf 〒170

総日fN 、" ， 大辻除~'({: 干1 86

や11 1;-~川lH鎌:íì di長谷4-2-28

!lu;m大川|メ)jt椛谷3-1-6
3↓〈点目1)~~ ，t~1垣内*甲~j4-8-40

東Ij(r.!1悶立di)jt2-19-53，'j'絵粧10

市役;院 0467-22-0703

03-3742-3'187 

JI~*芸ー寺 03-3918-1271 
0425-76-6274 

枚、y'研究部
部 長総堂恭!畳 〒605 J;\ r.! 1市東山区林卜~r4 11

i'. 1T:阿川 文11'. 〒107 米);く郎港区赤坂4-3-5

待川 干<!fE 〒5'13 大阪di天王寺区城IH，'j'町5-16
研究 it 小林 1'/，j!A〒287 T~m佐原 ，Iwat.( イー 1 057

小野川俊必 干653 紳J'di長川区';;'，")II~T2-1 

久米原恒久 干350 !{.t U¥l)ll越市.i.f従岡]'7-1

竹内災j草 干522 滋nm彦般市本町2-3-7
liJf先部Ll泌辺良宏 干166 氷点郎杉放医悔'j!_1-4-56

長谷b:fE文彩 干153 )jtJj(r.IIlli.I!，区'1'1-1 ~!A5-24-53 
千|局 総 〒616 Jj(lmdiイiJj(I><))，'，峨野h!?ノド阿13ク‘ランドハイツ嵯峨野207

干669-52 兵1・lUU初l米1lI1和川iJl阿l竹111995ーl
1!:(ij;車舜制! 干692 ~~似1U'ム7米 d ï安米町1 927
~Y{ r.1117{ 干847 休t~I\ lJ.1h l tdï点J ，IÏ'Ì-I.t2-8-23

イ;;;ilH完 075-541-3933

i争1'.寺 03-3583-3630

必生寺 06-761-0710 

4よ界寺 0478-52-2855 

光，j~~寺 078-69ト1 893

JP祥寺 0492-22-0043 
京支寺 0749-22-0801 

IJ4}j ，'f 03-3311-670，1 

Mパ.'i' 03-3712-0819 
075-864-4932 

i1;位f;'f 0796-74-2448 

IJq}j~j' 08542-2-3572 

安長寺 0955-72-5327 

{Jj教研究日li
部長板!，I 除31 干995

i'. 1モ'，';';林1I(1J}ま 〒232
一汁主~!れi争 ]Yj' 干660

研究Ll鷲'>1. Aイ11 干253
j手 '!A干546
小林 11:;且 干105

w様相Fぷ 干113
研究部Ll大室間j五 千141

長谷川{~n'll 〒141

llli山 栄制 干380

安井除|日l干603

1手村定的 干532

水谷治志 干'171

;Lr¥iijf先iiI;
部 長iJt川徳翁 干108
主任ブ~rï 栄!ft 干602

~，\iJ Ij 'H:兆 干105
研究Ll熊j十 九IUffE〒135

川)L 倣弘 干120

ly.j 忠信 干606

iftノド 禿げ1干616

研究部Ll 小[.~ i'l'}j 干250
'1'村 干i乙 干108
i度辺 i量級 干158

4サ11 l't良 干661

4集111 苧険 〒630
八j己倣俊 干600

山形m十tlllrli析II，Y'III毎H岡14-41
械浜市I~H:>{ ミイ正行 139

兵庫県!ピ崎di.'j'ffll 6 

~-4~ヶ的 r1 i 卜 PI f/t，2- 1 4-15

大阪di!ltlUiI，(杭全8-7-8
!lti;¥r.!I港区芝公1¥i14-9-8
!l();';r.!1文京I:>{II'JI千2-17-4
~，Jü;く部品) 111メ 上大崎1-5-10
J!tJj¥r.!1品)111;正1'，大崎1-9-11
i毛fHU長野dilJIj後日fI568
i;\r.!I市北区紫野Vlj~長古川 71-7 紫野スカイハイツ

大阪市淀川IK卜ミJ!O-13-16
愛知県笠岡市 I:lf.!i開18-6

~Ü;く打1 1港区I~:J蛤2-14-25

J;¥r.JIdi 1っ;~区利忠光院j凶雌III.'Î' 1ソレ

!ltJ;(ml港区J1f.のい13-1ト7
)jtJ;(mlil:京区 CH'2-7-5

)jtJ;¥f，11足立1><:千住4-2-2ダイヤノぞレスT存705
J;¥r.Jlrli/，:i江l出 Iニ|勺i盛大路州人-1仁l"lljij阿f471
J;¥r.JldiイIJ訂正岐制比鳥居本化肝17
小川/J;(di本町3-13-53

*);\m~泌lヌ刊 114-7-20
)jtJj(r.JIIU川谷|メi頼回1-12-23
兵WlUJt:的di)己j兵町1-21ーl
奈良県~.Þ< dï 1蛤院灼州12
J;mdi ドボI><: f~ut .'i';通 jnIJ京町内人~i.;i;Jk 岡1'343-3

1リ'PI:、'j'0237-53-2962 
大光院 045-241-7676

11'.li:与 06-41ト3562
tff);;-lj. 0467-82-6060 
1リl法寺 06-719-6617

妙定院 03-3578-8∞l
i下心寺 03-3821-0951 

光取寺 03-344ト8384

成法寺 03-3441-8971 

卜念与 0262-33-24'19 

州念寺 075-493-4399 

06-3ω3655 

iK王寺 0565-28-3965 

11ミ覚寺 03-3443-0071 

J'J;教寺 075-451-5001 

栄江院 03-3431-0257

illi光院 03-3642-3437 
11:.女与 03-3888-7214 

大光干 075-771-1635

念仏，'i'075-861-2221 
無 ~ I t子'í' 0，165-23-1131 
大心寺 03-3441-0664 

i hYi' .'i' 03-3700-3007 
光明寺 06-429-8458 

JI.f汗寺 0742-23-7007 
;\fO.:!， ~ié 075-35ト3888

浄土宗総合研究所報 Vol.2 平成3年12月初日発行

編集浄土宗総合研究所

発行浄土宗

15 

総
合
研
究
所
所
員
名
簿
E
4
4
1
2



植物が芽を出し、

葉をしげらせるのは、

あたりまえの現象です。

しかし、このことに生命の誕生、

生命を伝えていくしくみの謎が、

ひそんでいるのだそうです。

そして、その謎はおそらく、

永遠の謎でありつづけるでしょう。

むしろ必要なのは、

そこに大いなる力のはたらきを

観ることではなし、でしょうか。

(撮影/菊池東太)
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